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1．まえがき

　平成 30 年（2018 年）は，明治（1868 年）に
なってから丁度 150 年になる。260 有余年の幕
政に幕をおろし，幕末の激しい動乱が終わり，
幾多の命と引き換えに明治維新は迎えられた。
日本人の歴史における最大の社会変革と言われ
る明治維新，その大きな変化は，風俗の変化，
政治体制の変化はさることながら，長い鎖国が
終わって日本が世界の中に飛び込んでいったこ
と，士農工商という厳しい身分制度が解除され，
四民平等への大転換がなされたことだろう。
　明治維新に主力となって活躍したのは，「薩
長土肥」と言われる四つの藩であった。薩摩藩，
長州藩，土佐藩，肥前の佐賀藩である。このな
かで，薩摩，長州，土佐を中心とした政治的・
思想的な活動は，歴史の上でも結構注目されて
いるが，佐賀藩はなぜか影が薄く注目度も低い
ようである。薩長土の三藩に対して一歩も二歩
も立ち遅れた感がする。
　しかし幕末における佐賀藩は，佐幕だ尊王だ，
開国だ攘夷だ，倒幕だ王政復古だ，などの血生
臭い争いから一歩距離を置いて，視線はむしろ
西洋の動向に向いていたのである。
　肥前佐賀藩は，九州の西隅に位置する 35 万
7 千石の外様大名，鍋島家の藩である。
　司馬遼太郎の作品「肥前の妖怪」や「アーム
ストロング砲」でも“幕末佐賀ほどモダンな藩

はない”と佐賀藩の先進性を紹介しているが，
他藩に先駆けて近代化を成し遂げた，近代化の
トップランナーだったのである。
　幕末期の佐賀藩の最大の特徴は，鉄製大砲の
製造を外国人の手を借りることなく，一冊の洋
書を手掛かりに藩の総力を挙げて成し遂げたこ
とである。百折不撓と言われる労苦を乗り越え
て，実用に耐える大砲が完成したのは，黒船騒
ぎの 1年前のことであった。
　佐賀藩では出来上がった鉄製大砲を，1641 年
以来幕府に命じられていた長崎港警備の一層の
強化のために新台場に据え付けた。進んでいる
とみられた薩摩藩や水戸藩と言えども，青銅砲
の試作が関の山で，鉄製は技術的に難しく歯が
立たなかったのである。佐賀藩の先進性，開明
性がうかがえる。
　佐賀藩は，政治的な動きが地味で少なかった
とはいえ，幕末に蓄えてきた先進技術力，いわ
ゆる鉄製大砲や蒸気機関，蒸気船の製造能力，
そして卓抜した陸海の軍事力は他藩を圧倒する
ものがあった。戊辰戦争で佐賀藩は大いに活躍
し，「薩長土肥」の一角を占めて，明治政府で
も重要な役割を果たしたのである。
　昨年の春，私は郷里の佐賀に帰り郷土のいく
つかの史跡を訪ねてみた。佐賀城本丸歴史館，
鉄製大砲を造った築地と多布施の反射炉跡，佐
賀藩校の弘道館跡，鍋島家菩提寺の高伝寺，江
藤新平夫妻が眠る本行寺，大隅重信の旧居，副
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島種臣の生誕地などであった。
　私は工業教育に長い間携わってきた人間とし
て，電気もなく満足のいく工具や工作機械もな
い中で陶磁器や刀鍛冶，鋳物などの在来技術を
生かして，西洋の先端技術に独学・手探りで果
敢に挑戦し続けた先人の偉大な功績に大きな感
動を覚えると共に，その労苦に対して改めて深
い敬意を表したことであった。

2．肥前の妖怪　鍋
なべ

島
しま

閑
かん

叟
そう

　佐賀藩第十代藩主鍋島閑叟（本名は直正，地
元では隠居後の閑叟と呼ぶことが多いので本稿
では閑叟とする）は 17 歳で家督を継ぎ，30 年
間の在位時代に様々な改革を断行し，佐賀藩を
幕末の雄藩にのし上げてきた。幕末屈指の名君
と言われている。
　鍋島閑叟は江戸藩邸で生まれ育った。閑叟の
人間形成に大きな影響を与えたのは，初め乳母
として，後には老女として奥向きを取り仕切っ
た磯浜と，6歳から 17 歳まで，傅育にあたった
寛政の三博士の一人，古賀精里の子である古賀
穀堂の二人である。
　磯浜は型破りな育て方で，閑叟を野性的にそ
して大胆に大名としての躾けを付けていった。
穀堂の指導も厳しかったが，閑叟もその修練に
よく応えたという。穀堂に鍛えられた青年藩主
は相当の高学力であったともいわれる。穀堂は
後年，佐賀藩の藩政改革の推進力として活躍し
た人である。
　閑叟は藩主の座について，初めてのお国入り
として佐賀に向かうことになったが，大名行列
の出発に際し，米屋や醤油屋や酒屋などの商人
が売掛金の支払いを求めて藩邸に押しかけ，出
発が大幅に遅れてしまった。佐賀藩邸は現在の
日比谷公園の一角で，周囲は著名な大名屋敷が
多かった。出発の遅れはすぐに噂になっただろ
うし，門出早々に屈辱的衝撃を味わわされてし
まった閑叟は，わが家中はここまで窮迫してい

たのかと改めてその窮状を知り，藩政立て直し
改革の断行を固く心に誓ったのである。
　佐賀藩は 1641 年以来，幕府から筑前福岡藩
と共に，1年交代で長崎港の警備を命じられて
いたが，警備の費用は藩の自前でその負担は重
く，藩の財政は火の車であった。さらには前藩
主斉直の贅沢三昧な浪費癖も財政難を加速させ
ていた。佐賀に着いた閑叟は，前藩主やそれを
取り巻く重臣らの抵抗に悩まされながらも，粗
衣粗食令を出して自らも実践した。また藩役人
を大幅にリストラしたり，借金の整理に奔走し
たりした。大阪商人などからは算盤大名と呼ば
れるほどであった。
　また，陶磁器・茶・砂糖・綿・石炭などの産
業育成を通して藩財政を改善していった。
　教育改革にも力をいれ，藩校「弘道館」を大
幅に拡充したり，洋学を学ぶ蘭学寮を設置した
りした。弘道館では藩中の全子弟を 6～ 7歳で
就学させ，25 ～ 26 歳で卒業させるという，現
代の小学課程から大学課程までの一貫教育に似
た教育を施した。そして厳しい試験制度をしき，
所定の合格点に達しないと家禄の8割を没収し，
お役につくことができなかったという。
　「学ぶことは合戦と思え」という藩主の意向
で，みな死に物狂いで勉強した結果，江藤新平，
大隅重信，副島種臣，大木喬任，佐野常民，島
義勇ら明治の功臣が多く巣立ったのである。
　また医学にも力を入れ，医学寮を設置したり，
医者の免許制度を制定したり，種痘を自分の長
男や娘に施して，幅広く天然痘の流行阻止に努
めたりした。佐賀藩の伊東玄朴が神田に設けた
種痘所は，後に幕府直轄の西洋医学所となり，
東大医学部の前進となった。
　佐賀県立病院「好生館」は，閑叟が設置した
医学寮の名前であり，150 年以上たった今もそ
の名を残している。
　幕末の激動の中で，他の諸藩の殆どが勤王
派・佐幕派に分かれて抗争し，流血の惨事を繰
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り返したが，佐賀藩だけにはそれが見られなか
った。これは閑叟の統率力のたまものである。
また脱藩した江藤新平，大隅重信，副島種臣ら
が処刑としての死罪を免れたのも閑叟の理解に
よってであった。これらを見ても藩主閑叟を名
君と呼ぶに価しよう。若し死罪になっていたら，
明治時代はもちろん，それ以降の日本の歴史は
大きく変わっていたことだろう。

3．長崎港警備　（長崎御番）

　徳川第三代将軍家光の治世に鎖国体制が確立
するとともに，長崎港は日本で唯一の貿易港と
して認められ，オランダと唐人（中国人）にの
み長崎での貿易が許された。徳川幕府は他の外
人の侵入を防ぐために 1641 年，筑前福岡藩と
肥前佐賀藩に1年交代で長崎港の警備を命じた。
長崎港の警備は財政的な負担は大きかったが，
西洋や唐などの国外の情報に接したり，西洋の
知識を得たりする機会も多く，佐賀藩の国際感
覚も醸成されていったと言えよう。
　新しく藩主になった若い閑叟は，先代藩主の
失政「フェートン号事件」もあり，長崎御番に
対して強い責任感と使命感を持っていた。さら
に先進的，開明的な閑叟は，国外の情報や知識，
特に科学技術には関心が強く，長崎御番は常に
閑叟の頭を離れない存在であった。閑叟が進め
た鉄製大砲や蒸気機関，蒸気汽船の藩自力での
開発や，洋式海軍の設立などは，長崎警備を一
層強化し近代化を図ることがねらいであった。
　フェートン号事件　―イギリス軍艦侵入―
　1808 年に起きた「フェートン号事件」は，
日本との通商が認められていなかったイギリス
の軍艦が，オランダ船に偽装して長崎湾内に侵
入した事件である。産業革命後，強盛な海軍力
を押し立てて七つの海に進出しているイギリス
と，フランスで台頭しヨーロッパ大陸を制覇し
ているナポレオン一世が対峙し，ナポレオンの
支配下に入ったオランダを敵国視したイギリス

が，オランダ商船の拿捕を狙って来航したもの
である。長崎奉行は当番年の佐賀藩に出動を命
じたが，佐賀藩はシーズンオフになっていたの
で，財政難から守備の人員を許可なく大幅に削
減しており，急場に間に合わなかった。松平長
崎奉行は不始末の責任を取って切腹自殺を遂げ
たが，遺書に佐賀藩の怠慢の抗議が書かれてお
り，時の第九代佐賀藩主斉直は，100 日間の謹
慎を言い渡されたのである。大藩三十五万七千
石の堂々たる国持ちの藩主が，謹慎処分を受け
るなど大変な事件であった。
　この事件で佐賀藩では対外問題の厳しさを嫌
というほど痛感させられたのである。
　新しい長崎港防衛構想への決意
　閑叟は藩主となって帰藩すると早々に長崎警
備を視察した。そして二度目の視察の時には，
ちょうどオランダ船が入港していたので閑叟は
乗船することを強く望んだ。
　前例しきたりを重んじる長崎奉行所は強く拒
んだが，閑叟は初志を翻さなかった。藩主が外
国船に乗り込むなど前代未聞の行動であり，江
戸幕府発足以来 250 年間に，異国船を実体験し
た大名は多分閑叟だけであったろうと言われて
いる。閑叟は異国船の頑丈な構造を実見し，ま
た海上から陸地を見渡すことであらためて海防
感覚を磨いていった。
　1840 年のアヘン戦争の情報もいち早く入っ
てきた。かねて日本では，お隣の唐（中国）を
孔子・孟子を生んだ文化先進国として伝統的に
畏敬してきたが，その大国がイギリスの凶暴な
軍事力で手もなく打ちのめされ，半植民地状態
へ転落したことを知り明日は我が身と深刻な恐
怖を覚えたのである。イギリスという名称は「フ
ェートン号事件」の忌まわしい記憶もあり，閑
叟は最も鋭敏に反応した日本人の一人であった。
　アヘン戦争後の 1844 年には，日本の鎖国維
持は早晩困難になるので自発的に開国するのが
得策であろうという，オランダ国王の友情的な
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国書を奉じて本国からの直航の蒸気軍艦が来航
した。閑叟はオランダ軍艦滞留 100 日間に 5度
も長崎に出張し，今度も渋る長崎奉行を口説き
盛大な威儀を整えて訪艦した。これまで見慣れ
たオランダ商船とは桁違いに強力な軍艦ならで
はの武装を見せつけられ，海防の厳しさ難しさ
を改めて痛感させられたのである。
　アヘン戦争の情報やオランダ軍艦見学の実体
験から，閑叟は長崎防衛構想を大きく前進させ
た。長崎湾口に新台場を築造し，高性能の洋式
鉄製大砲を配備するという壮大な計画であっ
た。新台場築造は在来工法の枠内であったが，
洋式鉄製大砲の製造は，製品輸入にも外国人技
術者にも頼らずに，佐賀藩の自力で開発し製造
することを決意した。鎖国中の日本では，外人
を頼むことなど難しいことであった。1850年，
幕閣の了承を得て，前人未到の挑戦が始まった。
それはアメリカのペリー来航の 3年前である。

4．反射炉建設　―鉄製大砲の製造―

　反射炉とは，耐火煉瓦の炉で煙突の頂上まで
含めると 15 メートルほど。炉の内部は天井が
ドーム型で，炭や石炭を燃やす焚口と鉄材を投
入する鋳口とが少し離れている。燃料を燃やし
た熱がドーム天井に反射して鉄材を溶かす仕組
みで，そこから反射炉と言った。それまでの鋳
物はこしき炉を用い，鉄材を真っ赤に燃える炭
と混ぜて溶かした。すると鉄に炭素が取り込ま
れて，もろい鉄しかできず大砲には向かなかっ
た。反射炉では鉄材と燃料を離すことで，炭素

の問題を解消したのである。
　反射炉は佐賀の築地（現在の佐賀市立日新小
学校校庭）に 4基建てられたが，耐火煉瓦の製
造，高温を出せる燃料，良好な原料鉄など問題
は山積していた。反射炉の築造と共に大砲の砲
弾が通過する砲孔をくり抜く作業も大変であっ
た。くり抜く刃物は刀鍛冶の技術が使われたが，
回転させる動力は川をせき止め，水流を利用し
た水車を動力とした旋盤が考案された。
　反射炉の温度管理や，鋳鉄の品質管理など悪
戦苦闘の試行錯誤が繰り返されたが，試射の度
におこる砲身の破裂やひび割れはなかなか解消
しなかった。失敗に失敗を重ね，大砲製造を担
当した火術方は製造不可能と判断し，切腹して
責任を取りたいと願い出るほどであった。しか
し，藩主閑叟の言葉を尽くしての説得に事業は
継続されたのである。本当に命がけのプロジェ
クトであった。鉄製大砲は日夜刻苦勉励して試
験研究を尽くし，第 13 次にやっと実用に耐え
る製品が生まれた。
　在来技術を活用しての佐賀藩火術方の「百折
不撓」の奮闘は，日本科学技術史上に燦然と輝
くものであった。
　「西洋人も人なり，佐賀人も人なり，薩摩人
も人なり，退屈せずますます研究すべし」　佐
賀藩より 4年遅れて鉄製大砲製造に成功した，
薩摩藩主，島津斉彬の自藩技術者への激励の言
葉である。西洋人も佐賀人も薩摩人も同じ人間
だ，弛まぬ努力が必要だということであろう。
　実用に耐える大砲は 1852 年，ペリー来航 1
年前に完成し，出来上がった大砲は次々に長崎
港の新台場に据え付けられ，長崎の防衛力は一
段と向上した。佐賀藩の声明は全国に鳴り響き，
諸藩からの注文や技術伝習の依頼が殺到したと
いう。

5．黒船来航と佐賀藩

　1853 年アメリカのペリー艦隊，いわゆる黒
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船が 4隻やってきた。うち 2隻は蒸気機関を備
えていた。寄港したのは日本が認めた長崎港で
はなく，江戸に近い浦賀沖であった。幕府は長
崎港に行くことを求めたが拒否され，黒船の威
嚇に屈して，国禁を曲げてアメリカ大統領の国
書を受け取ったのである。
　ペリーが再来を予告して日本を離れて 10 日
後，江戸城では第 12 代将軍徳川家慶が死去し
て取り込みの真っ最中であった。だがその合間
をぬって老中首座の阿部正弘は，佐賀藩に江戸
品川台場配備用の鉄製大砲 200 門を大至急に製
造してくれないかと尋ねた。まさに泥縄式だっ
たが，幕府はアメリカの脅威に対抗する軍事的
手段を大急ぎで整えようとしたのである。佐賀
藩では，とりあえず 50 門を至急納品すること
を約束した。
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藩では技術者，職人など 12 名を現地に派遣し
て協力し，ようやく完成に導いた。これが産業
文化遺産として現存している伊豆韮山反射炉で
ある。残念ながら本家の佐賀には跡形もない。
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幕府が外国船輸入を解禁し，手間暇かかる自家
製の不経済が自覚されたからである。
　三重津海軍所は佐賀藩の近代的海軍の拠点と
なり，幕末までにオランダ製の輸入軍艦や帆走
船も合わせて 13 隻の艦隊で組織されていた。
　これらの功績を今に伝えるのが，現在の佐賀
市川副町にある「三重津海軍所跡」である。こ
こは日本最古のドッグ跡で，幕末の海軍の様子
や，日本の伝統技術や自然環境を巧みに使った
洋式船の運用法などが，具体的に分かる貴重な
遺跡である。2015 年（平成 27 年）に「明治日
本の産業革命遺産，製鉄・製鋼・造船・石炭産
業」の構成資産の一つとして世界文化遺産に登
録されている。

8．戊辰戦争

　明治維新直前の佐賀藩は，新式銃の訓練を行
ったり，アームストロング式野砲の研究をすす
めたり，海軍の軍事力を高めたり，陸海軍とも
最新最強の軍備を整えていた。佐賀藩兵 40 名
あれば他藩の兵 1000 名に匹敵するとも言われ
る程であった。
　幕末の時世も急転し幕府は崩壊への歩みを速
め，大政奉還，続いて王政復古を迎えることに
なる。これほど高い軍事技術力を持つ佐賀藩だ
ったが，幕末の争いには藩主の病気がちのこと
もあったが，積極的に動こうとはしなかった。
　佐賀藩が官軍への味方を明らかにしたのは，
鳥羽伏見の戦いのほぼ 1か月後の戊辰戦争から
であった。彰義隊を一日にして壊滅させた上野
の戦い，あるいは白虎隊で名高い会津の戦い，
東北の戦い，函館戦争など，佐賀藩は大いに活
躍し，曲がりなりにも「薩長土肥」の一角を占
めることができたのである。

9．あとがき

　幕末の激動期に，国内の争いには余り関心を
示さず，欧米諸国の動向に強い関心を持ち，他

藩に先駆けて西欧の文明を求め，欧米諸国の近
代技術の水準に追いつくことに生涯を捧げた藩
主は，佐賀の鍋島閑叟（直正）であった。幕末
屈指の名君とも言われ，薩摩藩主，島津斉彬と
並び称されるほどの先進的，開明的な藩主で，
二人は母親が姉妹の従兄弟であった。
　産業革命後の工業技術と言えば，なんと言っ
ても鉄製大砲と蒸気機関と蒸気汽船であった。
特に鉄製大砲を外国人の手を借りることなく，
製品輸入することもなく，独学手探りで作ろう
という挑戦は，大変な決意であったと思われる。
それを乗り越えて，トルコ以東で洋式兵器を製
造できるのは佐賀藩のみである，と言わしめた
佐賀藩先人の偉大な功績は，日本の科学技術史
上に燦然と輝くものであろう。日本の産業革命
を成し遂げ，明治維新を推進したのはあるいは
佐賀藩であったかも知れない。
　「学ぶことは合戦と思え」当時の藩士の研究
に対する意気込みには，本当に迫力を感じるも
のがある。死力を尽くすというが，成果が出な
ければ切腹するとまで言わしめる，真剣な態度
や責任感の持ち方などには教えられることが多
かった。
　幕末維新の歴史は，複雑怪奇で変化が激しく
本当に驚かされることが多かった。歴史は権力
者によって作られ，権力者の意向で書かれるこ
とが多いとも言われるが，専門家でない私には
本当の理解は難しいようである。
　私は郷里の佐賀について多少は知っているよ
うな気がしていたが，何冊かの本や資料を読み，
この稿を書くうちに，何も知らなかったに等し
い自分であったことが本当に恥ずかしい。今回
この稿を書いて，幕末期の人間模様や郷里佐賀
について，多少のことを知ることができ，故郷
に対する愛着を一層深くするとともに，古里を
より誇りに思えることを幸せに思うのである。
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